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松
山
の
旧
若
松
市
営
住
宅
跡
地
に
津
波
避
難
ビ
ル

が
完
成
し
、5
月
14
日
に
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。当

ビ
ル
は
、津
波
襲
来
時
に
は
24
時
間
い
つ
で
も
避
難
す

る
こ
と
が
で
き
、台
風
時
に
は
避
難
所
と
し
て
も
活
用

し
ま
す
。ま
た
、平
常
時
に
は
世
代
を
超
え
た
地
域
の

方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

熊本市内の倒壊家屋

知念さんが危険度判定を行った宅地

津
波
避
難
ビ
ル
の
特
長

熊
本
地
震
活
動
報
告

　大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
「
自
助
」
「
共
助
」

の
心
が
不
可
欠
で
す
。
災
害
時
に
地
域
の
住
民
が

互
い
に
支
え
・
助
け
合
う
共
助
の
心
を
育
む
た

め
、
当
ビ
ル
は
、
平
常
時
は
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
や
高
齢
者
の
介
護
予
防
事
業
な
ど
の
市
の
事

業
を
行
う
ほ
か
、
青
少
年
の
交
流
・
居
場
所
づ
く

り
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
な
ど
も

設
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
と
し
て
も
活
用
し

ま
す
。

　ま
た
、
1
階
に
は
地
域
ア
ン
ケ
ー
ト
で
要
望
の

あ
っ
た
24
時
間
稼
働
の
ス
ー
パ
ー
が
入
居
し
て
お

り
、
災
害
時
に
は
応
援
協
定
に
基
づ
き
、
食
料
な

ど
の
物
資
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　海
岸
線
か
ら
内
陸
部
に
か
け
て
、
標
高
が
お
お

む
ね
5
ｍ
未
満
の
低
地
帯
が
広
が
っ
て
い
る
那
覇

市
。
県
公
表
の
津
波
浸
水
想
定
に
よ
る
と
、
津
波

襲
来
時
に
は
2
ｍ
か
ら
5
ｍ
浸
水
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
松
山
・
若
狭
地
域
は
公
共

施
設
が
少
な
く
、
民
間
ビ
ル
な
ど
と
避
難
協
定
を

結
ん
だ
も
の
の
十
分
な
避
難
先
の
確
保
が
困
難
で

し
た
。

　そ
こ
で
、
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
を
留
め
、
市

民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
安
全

で
安
心
な
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
目
的
で
、
津
波
避
難
ビ
ル
を
建
設
し
ま
し
た
。

　当
ビ
ル
は
高
さ
約
25
ｍ
、
床
高
が
10
m
よ
り
高

い
3
階
以
上
の
収
容
人
数
は
、
2
0
0
0
人
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

①
津
波
襲
来
時
に
は
24
時
間
避
難
対
応

②
施
設
内
に
食
料
等
の
非
常
用
物
資
を
備
蓄

　（2
0
0
0
人×

2
日
分
）

③
太
陽
光
発
電
等
の
自
家
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

④
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
容
易
に
避
難
で
き
る
よ

　う
ス
ロ
ー
プ
を
設
置

⑤
避
難
動
線
を
3
か
所
確
保

　（海
側
2
か
所
、
58
号
線
側
1
か
所
）

を
防
ぐ
た
め
、
被
災
宅
地
応
急
危
険
度

判
定
士
の
資
格
を
活
か
し
、
宅
地
や
擁

壁
な
ど
の
危
険
度
判
定
を
行
い
ま
し

た
。担
当
し
た
益
城
町
エ
リ
ア
は
全
壊

だ
け
で
な
く
、
傾
い
て
い
る
建
物
の
敷

地
が
目
立
ち
、
危
険
な
た
め
、
多
く
の

現
場
を
回
り
判
定
を
行
い
ま
し
た
。

「
判
定
内
容
を
伝
え
る
と
、
住
民
の

方
々
か
ら
笑
顔
で
『
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
』
と
声
を
か
け
ら
れ
、
大
変
な
中

で
も
私
た
ち
に
気
遣
い
し
て
く
れ
る

の
が
印
象
的
で
し
た
」
と
話
し
ま
し

た
。　市

で
は
、
今
後
も
可
能
な
限
り
の
支

援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　4
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本
県
熊

本
地
方
を
震
源
と
す
る
「
平
成
28
年
熊

本
地
震
」に
伴
い
、
市
で
は
、
災
害
支
援

の
た
め
に
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　消
防
局
で
は
、
第
1
次
お
よ
び
第
2

次
緊
急
消
防
援
助
隊（
計
38
人
）を
派
遣

し
、
熊
本
市
内
で
の
余
震
に
よ
る
被
害

拡
大
の
有
無
の
確
認
や
、
南
阿
蘇
高
野

台
地
区
の
土
砂
崩
れ
現
場
で
の
行
方
不

明
者
の
救
助
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
4
月
下
旬
以
降
は
、
漏
水
調

査
に
必
要
な
資
機
材
を
搭
載
し
た
車

両
を
搬
入
し
て
の
水
道
管
の
漏
水
調

査
や
、
避
難
所
巡
回
と
家
庭
訪
問
に
よ

る
健
康
状
態
の
把
握
の
た
め
の
保
健

師
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　建
築
指
導
課
の
知
念
一
芳
さ
ん
は
、

余
震
や
大
雨
な
ど
に
よ
る
二
次
災
害

地
域
の
絆
で
防
災
力
を
高
め
る

「
津
波
避
難
ビ
ル
」完
成

地
域
の
絆
で
防
災
力
を
高
め
る

「
津
波
避
難
ビ
ル
」完
成

　熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
を

支
援
す
る
た
め
、
義
援
金
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

募
金
箱
設
置
場
所

●
那
覇
市
役
所
本
庁(

１
階
総
合
案
内
）

●
な
は
市
民
協
働
プ
ラ
ザ
（
銘
苅
証
明

　発
行
セ
ン
タ
ー
）

●
各
支
所（
真
和
志
支
所
、
首
里
支
所
、

　小
禄
支
所
）

受
付
期
間

6
月
27
日（
月
）ま
で

義
援
金
の
ご
協
力
を
！

フロア案内

1 階

2階

3階

4階 屋上広場

子育て支援センターや
高齢者の介護予防など
に関する事業を実施

災害時には物資の提供
も行うスーパー

平
常
時
の
活
用
で
、
地
域
の
絆
を
育
む

低
海
抜
地
域
の
津
波
襲
来
に
備
え
て

市民防災室 ☎861-1102

総
務
課

☎
8
6
2
・
9
9
1
1

南阿蘇の土砂崩れ現場

青少年の交流・居場所づくり
に関する事業を実施

屋上広場（4階） レクリエーションルーム（3階）

子育て支援センター（2階） 介護予防の教室（2階）


